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 皆さん、こんにちは。DPUB2

啓発チームは、引き続き10月

の企業啓発セミナーに向けた

準備を行っています。 8月 5

日、ムンフトールさんとエル

デネゾルさんが講師役とな

り、「障害者が企業にもたら

す価値」（90分）と「企業に

おける合理的配慮の実践レ

ビュー」（45分）の講義練習

会を行いました。（株）ミラ

イロの日本人専門家からのス

ライド毎の時間管理と台本に

沿った講義の助言に沿い、2人

とも時間管理をしっかりと行っており、非常によい講義でした。8月16日にはバトザヤさ

ん、サラントヤさん、バッチメグさんが「障害者が企業にもたらす価値」、「企業におけ

る合理的配慮」、「障害者理解」の講義リハーサルを行いました。日本人専門家と啓発

チームの障害当事者が、3名に対しよかった点と改善点を共有しました。次回のリハーサ

ルには、オユンバットさん、バッチメグさん、ボロルマさんが立候補してくれました。   

  

1. 企業啓発セミナーの実施に向け、講義の練習会を実施しました  

2. 介助・同行援助の方法・マナーに関する実技研修を準備しました  

 8月24日、日本人専門家と啓発チー

ムの障害当事者が集まり、表記セミ

ナーの一部である「障害者介助の実技

研修」について方法と内容を打合せま

した。視覚障害者のガイド方法につい

ては、視覚障害者国家協会のオユンバ

トさんを中心に話し合いました。車い

す利用者に対する介助方法について

は、自立生活センター「ユニバーサル

プログレス」のポギーさん、ムンフ

ジャルガルさんとともに研修内容を協

議しました。どの種別の障害者への支

援・介助においても、人によって障害

の種類・レベルが違うことや、適切な声のかけ方・コミュニケーションを研修内容に含め

ることにしました。9月8日にはモンゴル日本センター会議室にて、本番を見据えて研修の

デモ実施を予定しています。  
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